
DITSのUTMから地図を表示する手順 （Earth Pointを使う場合） 
2016.7.5 辻川 

 
１．Web Tweet CrawlerからUTMを抽出 
 
mid関数を使ってUTMを抽出する。ツイート本文がQ列の時は、 
=mid(​Q2​,find(​"54S"​,​Q2​,​1​),​13​) でUTMが抽出できる。 
 
２．UTMを緯度、経度に変換（Earth Pointを使う場合。地理院マップシートでも変換できる） 
 
（事前準備１） 
　​http://www.earthpoint.us/​ にアクセスしユーザー登録する。商用の場合は有料だが、学生、教職

員、Humaritarianは無料（申請、審査）。 
（東日本大震災、熊本地震を支援していると書いたら認めてくれました、辻川） 
 
（事前準備２）あらかじめWTCからUTMを抽出し、xlsxファイルにしておく。ここではutm.xlsxとす

る。１行目はタイトル行とし Position と記入する。（空欄や、position ではエラーになるので注意） 
 
　　➀　左メニューの「Batch Convert」をクリック。 
 
　　➁　Convert toで、「Lat/LOng Decimal Degrees(ddd.ddd)」にチェックを入れる。 
 
　　➂　Put Converted Values:で「After Input Coordinates」にチェックを入れる。 
 
　　➃　Select an Excel fileでulm.xlsxを選択。 
 
　　⑤　Convert the fileをクリック 
 
　　⑥　ulm_converted.xlsxというファイル名で自動ダウンロードされる。 
 

 

http://www.earthpoint.us/


 
　　➆　UTMが登録された行のC列にto Latitude（緯度）、D列に　to Longitude（経度）が表示され

る。UTM登録されてない行は、B列にエラー表示される。C列、D列は空白のまま。 
 

   

 
３．C列、E列をコピーし、WTCの適切な列（例えば、T列、U列）にコピーする。 
 
４．Yahoo地図にジャンプするには、例えば、V列の２行目に以下の式を入れる。 
 
　　="​http://map.yahoo.co.jp/maps?lat="&T2&"&lon="&U2&"&z=17​" 
 
５．これで２行目のUTMに対応したYahoo地図を表示できるので、この式をコピーしV列最終行まで

ペーストする。これにより、WTCでUTMの挿入されたツイート文の投稿場所をYahoo地図上に表示で

きる。 
 
 
以上 

http://map.yahoo.co.jp/maps?lat=%22&T2&%22&lon=%22&U2&%22&z=17

